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Serial Dilutions of Antibody
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	応用
	抗原情報
	背景
	この遺伝子によってコードされるタンパク質はケラチンファミリーに属します。ケラチンは中間径フィラメントタンパク質であり、上皮細胞の構造的完全性を担い、サイトケラチンと毛髪ケラチンに細分されます。I型サイトケラチンは、異型ケラチン鎖が対になって配列した酸性タンパク質で構成されています。この既知の最小の酸性サイトケラチンは、類似のファミリーメンバーとは異なり、上皮細胞において塩基性サイトケラチンと対になっていません。これは、発達中の表皮を包む一時的に表面に位置する層である周皮層で特異的に発現します。I型サイトケラチンは、染色体17q12-q21の領域に密集しています。[RefSeq提供、2008年7月]
	研究分野
	-
	画像データ
	

	黒線：コントロール抗原（100 ng）；紫線：抗原（10 ng）；青線：抗原（50 ng）；赤線：抗原（100 ng）
	

	KRT19マウスmAbを用いたT47D（1）、MCF-7（2）、HepG2（3）、SW620（4）、HT-29（5）、HCT116（6）、PC-12（7）、およびC6（8）細胞溶解物に対するウエスタンブロット解析。
	

	KRT19 マウス mAb と DAB 染色を使用したパラフィン包埋ヒト大腸癌組織の免疫組織化学分析。
	

	KRT19 マウス mAb と DAB 染色を使用したパラフィン包埋ヒト子宮内膜癌組織の免疫組織化学分析。

